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１．施策の対象と意図の指標
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２．施策の役割分担

３．評価結果

③他団体との比較 （近隣市町、県・国の平均と比べて成果水準は高いのか、低いのか、その背景・要因は？）
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①施策の対象（誰、何が対象か）　　 ③対象指標(対象の数・規模）
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２．施策を取り巻く環境変化（対象の変化、国県の動向、法改正等）と住民からの意見・要望など

３．施策の振り返りと総括

４．施策の今後の課題と改革改善の方向 （今後、新たに取り組むべきこと、さらに力をいれる必要があることは？）

101.9%

⑤成果指標
設定の考え方

住民や町内道路利用者等が交通事故から身を守り犯罪による被害に遭わ
ないことを意図しているため、交通事故件数、交通違反件数、犯罪発生件
数（刑法犯認知件数）及び生活安全上不安を感じている町民の割合を成
果指標とした。

施策成果向上
に向けた

住民と行政との
役割分担

①住民の役割　（自助・共助・協働でやるべきこと）
〇町民は、交通事故防止のため、法令講習会に積極的に参加するとともに、各種
法令や交通マナーを遵守します。
 〇町民は、犯罪にあわないように、自ら身の回りに気を付けて生活するよう努めま
す。
 〇地域・事業所等は、交通安全活動、防犯活動を行うとともに犯罪を起こしにくい
環境づくりを推進します。

１．施策の成果水準とその背景・要因
①施策の目標達成度 （目標値を達成したか、未達成か？その要因は？）

交通事故件数は１４件と、目標値を少し上回る数値となり、前年度よりも大幅に増加した。コロナ渦が解除され外出
の機会が増えたことなどが推測される。交通三悪は５件と、目標値を達成できた。また、昨年度よりも減少した。犯罪
発生件数は２５件で目標値を達成出来ていない。また前年度よりも増加した。犯罪被害に遭う不安を感じている町民
の割合は増加し目標値を達成できなかった。県内での特殊詐欺などの相談件数が増加傾向にあり、これらが影響し
ているものと推測される。

エ ％

②行政の役割　（町・都道府県・国がやるべきこと）

〇交通事故防止、犯罪防止の啓発活動を行います。
〇交通及び防犯関係協力団体の育成・強化・支援を行います。
〇交通安全施設（カーブミラー等）及び防犯対策設備（防犯灯等）の整
備を行います。

ほとんど変わらない

低下した

目標値どおり

目標値を下回る

人口１万人当たりの交通事故発生率は１１．８９％で岡山県で５番目に少ない値となっている。近隣市町村との比較
でも、津山市２２．６９％、美咲町１９．１７％、勝央町１２．１５％、久米南町４１．５６％と低い値となっている。道路交
通環境の整備促進、交通安全施設の充実によるものと推測される。

高い水準

ほぼ同水準

低い水準

35.0

エ
犯罪被害にあう不安を感じている
町民の割合

全国的に高齢者の交通事故は増加しており、町内では自動車急発進抑制装置補助金に関して多数問い合わせがある。ただし、全国的に
悲惨な交通事故の報道がなされ、町内では高齢者の運転を控える傾向にあると思われ、補助金申請自体は減少傾向にある。交通安全施
設（カーブミラー、横断歩道等）の設置申請等については、増加傾向にある。

37.0 36.5 36.0 35.5

36.3 43.5 46.3

目標値を上回る

向上した

83.9% 77.8% 76.7%

②成果指標の時系列比較 （成果は向上したか？低下したか？要因は？）

過去３年間の事故発生件数は人口１万人あたりの件数として岡山県内では高い水準（少ない）にある。犯罪に遭う不
安を感じている人の割合は増加傾向にある。これは、町内での特殊詐欺被害の申告はなかったが、手口は年々悪
質巧妙化していることから、常に新たな手口に関する啓発を行っていく必要がある。
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75.6%
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（5年度の事務事業や取組の成果は？うまくいかなかった取組・問題点と原因は？）

②施策全体の今後の課題と改革改善の方向

交通安全対策については、交通事故件数は岡山県内でも高い水準（少ない）であるが、今後も高齢者及び小学生等への交通ルール・マ
ナーの啓発が必要である。防犯対策においても最近の手口等の情報収集を行い、告知放送をはじめ広報紙等を活用して、住民への情報
提供を行う。また、安全・安心まちづくりネットワーク等の地域組織を活用し、住民の自発的活動がなされるよう支援して行く。

①施策の成果向上につながった主な事務事業
②施策の成果向上のため改善を要する主な事務事業

自動車急発進抑制装置設置補助金、防犯灯設置補助金、特殊詐欺等防止機器
安全・安心まちづくり事業

①今後施策の成果向上につなげる主な事務事業 安全・安心まちづくり事業

交通安全施設（カーブミラー等）については、前年同様区長申請を受けて設置個所を調査し設置を行った。また、ブレーキの踏み間違いを
防止する自動車急発進抑制装置設置補助金事業を行った。防犯対策については、防犯灯設置補助金の活用による防犯灯の設置、特殊詐
欺被害を防止するため防犯機能付き電話機の購入補助金交付事業を行った。

③施策全体の振り返りと総括

→
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ア 町内の交通事故発生件数

⑥成果指標の
把握方法と
算定式等

ア・イ・ウ津山警察署統計データ
エ町民アンケート
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